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＜連絡事項＞
・第3木曜日の北病棟カンファレンスに通所スタッフが参加し、通所利用可能患者様の情報交換を行います。
・乾燥機について
本体自体の故障はなさそうですが、スイッチボタンが壊されているので、そちらが交換

できるか見積もりを依頼しています。
　また、途中で止まるなどの不具合については、ガスの元栓にティッシュなどがはいって

いるようで、それが原因じゃないかと思われるようです。ガスの栓を取り外している形跡もあるようです。以前もあったようです。そこでガスの栓をいたずらされないように業者の方でも考えて見積もりを出すということでした。

　現在は今のところ使えるようですが、スイッチはゆっくり押す必要があり、当面は患者様へは使用不可と伝え、使用はスタッフのみとします。
＜患者様連絡事項＞
・森　ヒデ様～食事摂取量少なく、夜間に低血糖様の症状を訴える事が持続。食事摂取を促しても1回量は少ない状態の為、栄養と相談し本日夕から軽々食・ハーフ食、各食メイバランスミニ1本へ変更。主食は器込みで170ｇ、メイバランスミニは食間摂取可となる。

・巴　勇樹様～昨日、新規通帳作成するため郵便局へスタッフと外出。本人確認の証明書の確認が完了したとの事で、6/4再度手続きに行く予定。
・山下　幸子様～不眠時）ルネスタ（2）10回分処方。
・内田　都影様～ベタヒスチンメシル酸塩錠6ｍｇ6 錠  
ツムラ五苓散エキス顆粒　　　  3 包 　1日3回　毎食後14日分処方
＜要注目患者様＞
・山下　幸子様～9：00外泊から帰院。服薬の飲み忘れはなく頓服の使用もなし。危険物の持ち込みはなく、単独で外泊した事での疲労感を訴えている。今回の外泊が自信につながった様子で、帰院後も落ち着いた行動見られています。
・原　吉郎様～昨日入れ歯安定剤（タフグリップ）使用した際に不快感訴え少量吐物があった事から、入れ歯の使用に拒否的です。今日は食事の際にいれば使用せず摂取しています。歯科医より勧められているものであるため、慣れて頂く様関わっていきましょう。
・森　ヒデ様～昨日各食数口摂取。夕食後薬服用後に「冷や汗が出たから低血糖だと思った。」と話しあめを食べている。冷や汗以外の症状はなく、あめをなめたことで安心したとのこと。病院の食事は決まった時間な為、あとは摂取量が増えれば良いこと伝えているが納得出来ない様子みられる。本日起床後からは不調の訴えはないが、食事摂取量は変わらず。栄養と相談し、本日夕から食事形態変更となっている。引き続き、食事摂取量低下による体重減少と合わせて、身体・精神症状も観察していきましょう。
・内田　都影様～外出について他患者様へ報告する様子はありますが、気分高揚は目立ちません。新聞を見て「藤井崇史さんのお父さんが死んだ。喪主になっている」と訴える事はありますが、スタッフから別人である事を説明すると納得されています。同室者に対して作話があり、鈴木様へ「男の人と関係を持って子供をおろしたんでしょ」と話しかける事や、男性スタッフへの性的な発言があり、感情失禁やトラブルとなる様子があります。引き続き睡眠状況や精神症状の変化を観察していきましょう。

＜深澤Ｄｒケース検討・診察状況＞

・山下　幸子様～施設の見学や体験への軽度の不安あり。中途覚醒は認めるもののその他目立った気分の変動や衝動行為などはありません。引き続き施設への退院へ向け薬物調整や環境調整、精神科リハビリテーションを進めていきます。

・内田　都影様～めまいや嘔気、立ちくらみなどの症状を訴えることはなく、外出や買い物、小遣い、今後の生活環境に関連した訴えは持続しているもののその他特に日常生活に大きな支障を来す精神症状や身体症状は認めない。被害妄想、誇大妄想、魔術的な妄想を含め精神病症状の再燃なし。外出について、主治医より短時間で混雑していない時間帯に限り外出許可が出た事をお姉様へ伝え、6/5（金）10：00～14：00で外出予定となる。
・五日市　規様～対面時には身体症状や精神症状には大きな変化ないと語るものの依然自閉的で他者との交流は乏しい。ハビリテーションには参加しており日常生活も概ね自立している。目立った拒絶、粗暴行為、衝動行為などはなし。早朝覚醒は持続している。

・風穴　義信様～依然歩行は小刻みで全体的に動作も緩慢である。固縮や振戦は認めない。表情は穏やかである。他者との交流や会話は積極的ではないものの日常生活は自立している。その他精神症状には大きな変化なく、向精神薬減量後も病的体験や気分の変動なども認めない。
・中村　豊様～精神症状には大きな変化ないものの依然多弁で多幸的で干渉行為は持続している。その他精神病症状や目立った気分の変動なし。今のところ他者との大きなトラブルには至ることはない。
・松永　勘五郎様～その後も依然自閉的で他者との交流や会話は殆どない。活動性はやや低下しているが、抑うつ気分や意欲の低下などは否定する。また精神病症状にも再燃なし。
<金Ｄｒケース検討・診察情報＞
・坂本　福子様～「（青山荘は）環境がいいなと思いました。作業では調子良いですよと言う言葉を頂きました。」→易刺激性や爆発性は改善しており、時折他患者から絡まれた際も本人はうまく流す事ができている。日中の傾眠も以前と比べて減少してきている。本人からよこまちストアや散髪に出掛けたいと訴えあり、外出制限が解除となってからなら単独での外出も可能と説明し、外部の利用については担当と話し合うよう主治医から説明。
・井上　和美様～「調子は悪い…便通とか。クロレラは最初は良かったけど、あんまりだった。」⇒身体的な訴えや薬のこだわりの訴えは強い。過去の出来事を妄想的に解釈したり、身体的な症状と結びつける様子がみられる。
・小笠原　文人様～「最近、入院して色々やってきたことが聴こえてくる。周りの人にも聞こえてるかもしれない。気分は安定しています。」と話す。先週と同様気分は安定しているが、被害念慮、幻聴の訴え認められる。今のところは目立った行動化はみられない。
・巴　勇樹様～腰痛を訴えるが、プログラムには参加できており、精神状態には大きな変化はない。
・角濱　義明様～「家に帰った時近所の人からどう思われるのか怖くて、昼と夜はご飯なんとか食べている感じです。僕はどうしたらいいでしょうか」と訴える。全体的には改善傾向であるが、未だ気分の日内変動や易疲労感、先行き不安を訴える。作業中に不安が強くなった際は頓服内服するよう話した。昼のみパン食希望あり、6/4から食事変更。
